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高温超伝導体のゆらぎ伝導

高品質なYBCO単結晶を用い､Tc以上での磁場に依存 したゆらぎ伝導の解析から異方的な

コヒー レンズ長､ ミ ah 皇̀ Cを求めた｡合せて､ゆちぎ効果が無い場合のTc以上での常伝

導抵抗を求め､従来 と異なる結果を得た｡

高Tc材料研究の初期､抵抗転移曲線から求めたdHc2/dTを基に 妄 ab､ 圭 Cが求められた

が､その後､磁場中の抵抗転移曲線が､種 々のfluxmortionの影響によりブロー ドになる

ことが明らかとなった｡そこで､ Eを求める異なるアプローチとして､Tc以上でのゆ らぎ

伝導か ら量を求め､従来方法の結果 と比較検討することを試みた｡

ゆちぎ伝導に関する初期の研究では､結果のばらつきが大 きかった｡ゆちぎ伝導 o fi

は､ 0 ,1- 0 0.- 0 n (0 ｡b:測定値､ a n :常伝導伝導度)で定義されるが､anは高

温の抵抗値から直線外挿により求める為､任意性が大きい｡結果のばらつきは､a n の外

挿法にあると考え､磁気抵抗測定の結果を用い､ △ o (H)- a (H)- a (0)で定義

された △ o (H)から評価を行った｡a (H)､a (0)は共に測定値を用いているので

△o (H)は､精度良 く求 まる｡

ここでは､2次元超伝導が C軸方向に弱 くカップルしたsinglet超伝導休のモデルを用

いた.解析には､AL項だけを考慮 したもの日､AL項 とMT項の両方を考慮 したもの27につい

て検討 した｡その結果､■量 ab-15_Å､ 皇 C - 3Åを得た｡この結果は､超強磁場で測定し

た抵抗転移曲線のシ ョルダーポイン トか ら求めた結果 と比較的良い一致を示 した 3)｡ま

た､この結果を基にゆちぎ伝導の無い場合の常伝導抵抗を求めたところ､従来の高温から

の直線外挿 とは異なる結果を得た｡
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